
・江田島市大柿町の「おきらくや」は、201５年に吉岡ご夫妻が広島市

から移住して、家族の食べるものは体によいものを自然や生き物の

力を活かし、有機の野菜や米の栽培、鶏の飼養を行い自給自足の生

活を営みながら、2016年に有機野菜を販売する「農園」としてス

タートしました。

・島内で増加しているイノシシにより有機農作物が被害を受けたこと

から、ご主人がわな狩猟資格を取得し自ら捕獲・処理を行い自家消

費していましたが、2018年に食肉処理業を取得して、イノシシの精

肉販売をはじめました。

・「おきらくや」という店名は、気楽に立ち寄ってほしいという気持ち

で付けられ、お求めやすい価格で直売所（事前予約）、ネット、イベン

トで販売しています。

お問い合わせ先

住所：江田島市大柿町深江2630-５

0９０-4691-8523

営業時間：不定期(要事前連絡)、定休日 不定休

（https://www.instagram.com/okiraku.ya/）

販売商品

主な取組内容

おきらくや（江田島市）

・食育として、関西・関東圏からの修学旅行生を受入れ、農作業等の体験

学習や、地域の小・中学校の家庭科において地元で捕れたイノシシ肉の

提供による地域の現状や命の大切さを発信しています。

・捕獲したイノシシは、命をいただき生かされていることに感謝し、鬣（タ

テガミ）は筆、皮はポシェットに有効利用を模索をしています。

同施設は、地域で捕獲され処分される害獣の命を粗末にせず、過疎

化が進む地域の活性化に貢献したいという思いで開業し、地元の

飲食店とコラボし食材の提供やメニューの開発も行っています。

店内では地元産の野菜や地域の方が作製した加工品を売るなど

地域に思いを寄せた運営をされています。

食育の発信と捕獲した生き物（イノシシ等）の有効利用

吉岡ご夫妻

直売所（処理場）等

処理施設兼直売所

自慢のミンチ製造機
筆加工用の
イノシシの鬣

販売しているイノシシ肉

https://www.instagram.com/okiraku.ya/
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